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事業計画

事業計画（開催要綱）

１．名　　称
　　第11回全国校区・小地域福祉活動サミット in NIKKO

２．開催趣旨
　身近な地域で支え合う「小地域福祉活動」は、
すべての人々の役割を創出するだけではなく、地
域社会のつながりを強めるためにも意義のある取
り組みです。これらの活動には、そこで暮らす様々
な人たちが同じ地域の仲間として、つながりや思
いやりをもって主体的に取り組んでいくことが大
切です。
　このサミットは、小地域地域福祉活動に取り組
む実践者同士の交流の場、全国の取り組みを学ぶ
場です。このサミットの場を通して、参加した方々
が地域への「誇り」を再確認し、さらなる活動へ
の意欲を高める機会となることを目的として開催
します。

３．主　　催
　　第11回全国校区・小地域福祉活動サミット in NIKKO
　　実行委員会
　　日光市社会福祉協議会

４．共　　催
　　日光市、栃木県社会福祉協議会、
　　栃木県共同募金会、宇都宮大学、
　　小地域福祉活動を楽しむ全国ネットワーク

５．後　　援
　　厚生労働省、全国社会福祉協議会、栃木県、
　　下野新聞社

６．日　　時
　　平成29年11月30日（木）12時30分～17時15分

12月01日（金）09時00分～12時00分

７．会　　場
　　日光市藤原総合文化会館
　　　日光市鬼怒川温泉大原1404-1　℡0288-76-1201
　　きぬ川ホテル三日月
　　　日光市鬼怒川温泉大原1400　℡0288-77-2611

８．参 加 者
　　小地域福祉活動に関心のある方、自分のまちを
　良くしたいという思いをもった方
　　１，０００名（定員）

９．参 加 費
　　６，０００円（両日参加・一日参加とも）
　　※宿泊費、交流会費は含まない。

10．企画構成（案）
　【１日目】
　　11:30～12:30　受付　　　　／藤原総合文化会館
　　12:30～12:45　オープニング／藤原総合文化会館
　　12:45～13:45　基調講演　　／藤原総合文化会館
　　13:45～14:15　移動（各会場へ移動）
　　14:15～17:15　分科会　　　／各会場（10分科会）
　　18:00～20:00　交流会

　【２日目】
　　08:30～09:00　受付　　　　／藤原総合文化会館
　　09:00～10:45　シンポジウム／藤原総合文化会館
　　10:45～11:30　まとめ　　　／藤原総合文化会館
　　11:30～12:00　クロージング／藤原総合文化会館

11. 事 務 局
　　第11回全国校区・小地域福祉活動サミット in NIKKO
　　実行委員会
　　　日光市今市 511-1　日光市社会福祉協議会内
　　　TEL.0288-21-2759　FAX.0288-21-3110
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テーマ

メインテーマ／コンセプト

　ひとりひとりが紡ぎだす小地域福祉活動の物語に

は、自分の目の前の世界、自分の立っている足元で

感じた課題やリスク、目の前で困っている人を放っ

ておけない情動など、生活のなかで出会った現実に

果敢に挑戦する姿があります。

　この現実を変える活動者達の挑戦は、決して誰か

押し付けられたわけではなく、自分自身の揺るぎな

い信念が活動を貫く精神となり、誇りとなって歩み

進める原動力になっているのではないでしょうか。

　今回のサミットは、その一人ひとりがもつ様々な

形の“誇り”に触れながらも、自分自身の内面に存

在する“誇り”を感じてほしいと思います。

　ただし、“誇り”は目に見えません。これを知る、

感じるには、参加されたみなさんが「思っているこ

と」「大切にしていること」「譲れないこと」「経験

したこと」など、お互いにたくさん話して、聞くこ

とが必要です。

　もしかすると先行きが不透明な社会の現実に不安

や不満の声があるかもしれません。でも、ひとりひ

とりが燈す“誇り”という灯が集まれば、それは大

きな輝きとなって未来を照らす確かな希望となるは

ずです。

　さぁ、私たちの手で明るい地域の未来をつくりま

しょう。

（サミット開催要綱より）

メインテーマ

「変革主体（住民、ボランティア、NPOなど）の創造性とダイナミズムを活かしながら、
未来への可能性と実効性ある原理を創出する「誇り」の姿を参加者一人ひとりが感じとる。」

コンセプト

ヒトの「ココロ」が動き、ヒトと「ヒト」とが支えあい、ヒトが「マチ」を変えていく－。
　この地域生活を豊かなものに変えていくヒト（小地域福祉活動）の実践
には、活動者一人ひとりの「思い」が存在する。
　その活動者の「思い」が日常に埋もれている地域のヒト・モノ・コトといっ
た財産を活かし、繋がり、そして新しい形として創出していくことで地域
の未来に明るい展望を切り開く新たな活力を生み出す源泉となり、その源
泉が「地域の誇り」と「活動者の誇り」となることで、創造性と変革性に
満ちた躍動感のある地域づくりへと結実している。
　しかし、地域づくりの原動力となる「誇り」の存在を私たちは普段感じ
ることはない。その確かな存在を確認するためには、自分たちの福祉活動
実践に対する思い、信念、夢をもう一度ふりかえることが必要になる。
　そこで、第 11回目を迎える「全国校区・小地域福祉活動サミット」では「誇
り」をメインテーマとし、地域の共有財産である「ヒト・モノ・コト」を「ツ
クル」、「ツナゲル」、「イキル」活動事例をテーマにしながら、活動者の心
に内在する「誇り」の姿を参加者自身が感じ、これからの小地域福祉活動
への意欲の向上と実践の発展を願う。
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広報

チラシ・封筒

【A4チラシ（片面）】

【A4チラシ（両面）】

全国校区・小地域福祉活動サミットとは

　身近な地域で支え合う「小地域福祉活動」は、すべての人々の役割をつくるだけではなく、地域社会のつな
がりを強めるためにも意義のある取り組みです。この活動には、地域の様々な人たちが同じ仲間としてつなが
りや思いやりをもって主体的に取り組んでいくことが大切です。
　このサミットでは、このような小地域（学校区や自治会など）における様々な福祉活動の取り組みを学び、
また、実践者同士の交流やつながりの場を通して更なる活動への意欲を高めることを目的として開催します。

ヒトの 「ココロ」が動き、
ヒトと 「ヒト」とが支えあい、
ヒトが 「マチ」を変えていくー。

　8:30～　9:00　受付 
　9:00～10:45　シンポジウム
　　　　　　　　「実践！小地域活動 !!」

 　10:45～11:30　まとめ
11:30～12:00　クロージング 

小地域福祉活動の課題とその解決策のヒント
を探ります。

Contents　～当日の内容～

11:30～12:30　受付 
12:30～13:45　オープニング・基調講演「小地域の“モト”」

 　13:45～14:15　休憩・会場移動
14:15～17:15　分科会

 　　　　　　　　　【小地域×活かす】
　
　　　　　　　　【小地域×支える】

 
　　　　　　　　【小地域×強める】
　
　　　　　　　　【小地域×育む】

　　　　　　　　【小地域福祉活動を楽しむ全国ネットワーク企画】
　　

18:00～20:00　交流会（120分）

①居場所

③子どもの貧困

⑥災害・防災

⑩住民主体の場づくり

⑦多様な連携・協働

⑤共生社会・参加

⑧福祉教育（子ども）
⑨スタディツアー（新たな地域づくり）

④認知症

②中山間地域のまちおこし

小地域福祉活動の意義などについて参加者全体で
共有します。

「小地域 ×○○」を切り口に、合計１０のテーマ
の分科会を開催します。

会場周辺図

アクセス
【お車】東北自動車道　宇都宮インター➡
　　　　　日光宇都宮道路　今市インター下車約３０分
【電車】東武鬼怒川線　鬼怒川温泉駅下車　徒歩１分
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分科会・交流会

藤原総合文化会館
受付・全体会・分科会

全国校区・小地域福祉活動サミット

事務局：日光市社会福祉協議会（栃木県日光市今市511-1　☎0288-21-2759）

日時　11月30 日（木）・12月1日（金）

会場　日光市藤原総合文化会館（栃木県日光市鬼怒川温泉大原 1404-1　☎0288-76-1201）／ホテル三日月（栃木県日光市鬼怒川温泉大原 1400　☎0288-77-2611）
お問い合わせ https://nikkosummit.jimdo.com/HP

参加費
※交流会費、宿泊プランは 8月上旬完成予定の要綱（募集案内）でご案内いたします。
6,000円（両日参加・1日参加とも）

参加者 小地域福祉活動に興味のある方　1,000名
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第11回全国校区・小地域福祉活動サミットin NIKKO実行委員会／日光市社会福祉協議会

会場　 日光市藤原総合文化会館／ホテル三日月

主催

日光市/栃木県社会福祉協議会/栃木県共同募金会/宇都宮大学/小地域福祉活動を楽しむ全国ネットワーク共催
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ツクル－ツナゲル－イキル

2017.11.30THU-12.1FRI
会場：日光市藤原総合文化会館〔栃木県日光市鬼怒川温泉大原 1404-1〕
　　　ホテル三日月〔栃木県日光市鬼怒川温泉大原 1400〕
主催：第１１回全国校区・小地域福祉活動サミットinNIKKO実行委員会
　　　日光市社会福祉協議会

SHINKYOSHINKYO

写真：華厳の滝
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ヒトの「ココロ」が動き、
ヒトと「ヒト」とが支えあい、
ヒトが「マチ」を変えていく－。
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お問い合わせ：日光市社会福祉協会　栃木県日光市今市 511-1　tel.0288-21-2759
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広報

開催要項（募集要項）

【開催要綱　A4サイズ　12ページ構成】
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広報

ホームページ・Facebook

【ホームページ ／ https://nikkosummit.jimdo.com/】

【Facebookページ ／ https://www.facebook.com/nikkosummit2017/】
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広報

ホームページ・Facebook

【フラッグ（第11回サミット）】

【のぼり旗】

全国校区・小地域福祉活動サミット
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サミット資料

当日配布資料

【当日配布した資料等】
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全国校区・小地域福祉活動サミット

発　行　日　　２０１８年２月２８日

編著・発行　　第１１回全国校区・小地域福祉活動サミット in NIKKO実行委員会
　　　　　　　〒３２１－１２６１　栃木県日光市今市５１１－１（日光市社会福祉協議会内）
　　　　　　　ＴＥＬ．０２８８－２１－２７５９／ＦＡＸ：０２８８－２１－３１１０

デザイン・制作・印刷／株式会社成文社

このサミットは、栃木県社会福祉協議会「栃木県地域福祉振興基金（栃の実基金）補助金」と栃木県共同募金会「赤い羽根安心生活
支援プロジェクト配分金」を経費の一部として利用しています。
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ヒトの 「ココロ」が動き、

ヒトと 「ヒト」とが支えあい、

ヒトが 「マチ」を変えていくー｡




